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近年、全国各地で開発に伴う発掘調査が行われており、それによってこれまで確認され

ていなかったものが次第に明らかになってきています。また、これらの考古学上の新しい

発見が相次ぐなかで、国民の考古学に対する関心が非常に高まってきています。

本書は、宅地造成に伴い発掘調査を実施した北中遺跡の発掘調査報告書です。今回の調

査では、中世のものと思われる鏡や土師器が出上したのをはじめ、竪穴住居、溝状遺構、

土壊墓などの遺構も確認されています。

本書が広く活用されて、吉村町付近における古代から中世の歴史を解明するのに役立て

ていただければ幸いです。

最後になりましたが、発掘調査にご協力いただいた関係機関、地元の方々、作業員の皆

様に心から感謝申し上げます。

平成11年 3月

宮崎市教育委員会

教育長 内 藤 泰 夫

且
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1.本書とよ
―
宅地造成工事に伴つて、平成9年 8月 18日～平成9年 11月 3日に実施した北中遺跡発

掘調査報告書
―
である。

2.調査組織
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3。 本書の執筆は時任が行った。|

4.写真撮影は時任が行ちた。
5‐,本書の編集は時任、久富が行った。

6.掲載図面の実測(製図は時任、椎、松永、小川が行った。

7。 遺構の略称は次のとおりとする。

SA・ ・・竪穴住居、SB・ ・・竪穴状遺構t SC・ ・・土坑、SD,・ ・土壌墓、

SE・ ・・溝旗遺構

8.出土遺物については宮崎市教育委員会で整理・保管している.。
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I日 はじめに

1.遺跡の立地と環境 (第 1図 )

北中遺跡は、宮崎駅東側に広がる標高約 5mの微高地の東端部にあたる。本遺跡の東側一帯は

約 2mほ ど下がつていて水田地帯となっている。

北中遺跡の南西約700mの ところに大町遺跡が存在する。この遺跡からは63軒の竪穴住居、周

溝状遺構や掘立柱建物、近世墓等多数の遺構が検出された。遺物は甕、甑や鉢、高杯等多数の上

師器や須恵器、紡錘車が出土した。また、周溝状遺構からは弥生土器の甕、壺、高郭がそれぞれ

出上している。これらの出土遺物から弥生～現代までの複合遺跡であることが確認された。

北中遺跡の南西約1,4kmの ところに浄土江遺跡が存在する。この遺跡からは30軒余りの竪穴

住居、数条の溝状遺構が検出された。このうち竪穴住居から埋甕炉及び竃が検出された。遺物は

甑、甕、長胴甕、高杯等の生活用具がセットで出土した。これらの出土遺物から6～ 8世紀の集

落跡であることが確認された。

北中遺跡の北約800mの ところに構遺跡が存在する。この遺跡からは弥生時代前期の積石墓 9

基、小児用甕棺墓 3基が検出された。遺物は、甕棺に使用された土器や墓地への供献土器が中心

で、甕棺は広口壺を使用している。供献土器は小型の甕 。鉢・壺が出土している。

この他、北中遺跡周辺には柿本遺跡、今村遺跡、曽師遺跡、宮脇遺跡、上西中遺跡、中原遺跡、

上無田堤遺跡、憶小学校遺跡、庵ノ山遺跡、引土遺跡といった散布地が所在している。また、周

辺には憶 1号墳も所在する。

【参考文献】

『大町遺跡』宮崎市文化財調査報告書第33集 宮崎市教育委員会 1998
『浄土江遺跡』宮崎市文化財調査報告書第 6集 宮崎市教育委員会 1981
『浄土江遺跡Ⅱ』宮崎市文化財調査報告書 宮崎市教育委員会 1993
「構遺跡」『宮崎県史』資料編考古 2 宮崎県 1993
『宮崎市遺跡等詳細分布調査報告書』Ⅱ 〔リゾート地区を中心として〕宮崎市教育委員会 1990

2.調査に至る経緯

平成 8年 7月 22日付けで、有限会 より埋蔵文化財の有無照会が提出された。それ

を受けて宮崎市は試掘調査が必要である旨、有限会 に回答した。その後、平成 8年

8月 21日 に試掘調査を実施した結果、発掘調査が必要であることを確認し、有限会

と土地所有者であ と協議を重ねて計画地西側約2,000m2に ついて発掘調査を実施す

るということで合意した。

それを受けて平成 9年 8月 18日 ～平成 9年 11月 8日 の期間で発掘調査を実施した。

上
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第 1図 遺跡周辺図 (1/10,000)
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Ⅱ.調査の記録

1.調査の概要 (第 2、 3図 )

調査対象面積の2,000m2に ついて発掘調査を実施した。その結果、竪穴住居が 1軒、竪穴状遺

構が 2基、土坑が 2基、土娠墓 3基、溝状遺構が12条検出されている。

このうち、溝状遺構のうちの 1条に3カ 所、円形の掘り込みが確認された。

遺物に関しては、竪穴住居から土師器の甕、高杯、磁器の碗、軽石が、竪穴状遺構から弥生土

器の二重口縁壺、土師器の碗、壼、甕、高杯、器台、鉄淳が、溝状遺構から須恵器の甕、壷、陶

器の壺、甕、五輪塔の空風輪、地輪がそれぞれ出土した。また、遺構外より鏡、須恵器の杯が出

土した。
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2H遺構について

SAl(第 4図 )
南北約4.lm、 深さ 7 cmを測る。西壁はSE5、 南壁の一部はSE6に 切られており、はっ

きりしない。床面は南に向かって、緩 く傾斜している。柱穴は確認できなかった。

遺物は土師器の甕、鉢、高杯が出土している。

SBl

南北約 6m、 深さ40cmを測る。西側半分は調査区外にかかる。床面から柱穴は確認できなか

った。

遺物はほとんど出土しなかった。

SB2

南北にやや長い長方形プランで、南北約5,5m、 東西約4.8m、 深さ20cmを測る。北壁及び南

壁の一部はSE8、 9に切られており、はつきりしない。遺構内より、ピットが 1基検出された

が、主柱穴となりうるものではない。

遺物は土師器の甕、碗及び鉄津が出土している。また、流れ込みと思われる弥生土器の二重口

縁壺、高杯も出土している。

SCl

長径 lm、 短径0.8m、 深さ40cmを測る。 SAlと切 りあっている。遺物はほとんど出土しな

かった。

SC2

長径0.9m、 短径0。 8m、 深さ40cmを測る。遺物はほとんど出上しなかった。

SDl(第 5図 )
南北約2.lm、 東西約 1。 2m、 深さ約38cmを測る。床が南東のほうに傾斜 し、南東端が最も深

くなっている。人骨が出土している。

SD2(第 6図 )
南北約1.3m、 東西約0。 9m、 深さ約44cmを測る。南東側が糸田くすぼまる形となっている。人

骨が出土している。

SD3(第 7図 )
南北約1.4m、 東西約1.2m、 深さ28Cmを測る。

SEl

幅0.5m、 深さ約20cmを測る。 SE2の 北側に位置し、調査区北西部分でL字状に出がり、溝
の南側と東側でSE2に よつて切られている。

Ｉ
　
ＩＢ
Ｌ
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遺物は陶器の碗、皿、鉢、磁器の碗、皿、杯、土師器の高杯、用途不明の軽石製品が出土して

いる。

SE2

幅2.7m、 深さ1.5mを測る。調査区西及び北側に位置し、調査区北西側でL字状に曲がる。調

査区東側で溝に 1段テラスをもつ。また、北西部分に張り出し部が、西側中央部に3カ 所円形の

掘 り込みがそれぞれ確認された。

遺物は土師器の甕、高郭、鉢、須恵器の長頸壼、器台、壷、布痕土器、陶器の碗、甕、壺、鉢、

磁器の皿、用途不明の軽石製品が出土している。

SE3

幅0。 5m、 深さ約20cmを測る。調査区東端に位置する。

遺物は土師器が出土したが、小片がほとんどである。
l  t

SE4

幅 0。 8m、 深さ約40cmを測る。 SE3の 西側に位置 し、途中、調査区中央部のやや南側で

「く」の字に曲がっている。

遺物は砥石、磨石、五輪塔の空風輪、地輪が出上している。

SE5

幅 2m、 深さ約40cmを測る。 SE2の 南側に位置する。溝の北側は 1段テラスをもち、調査

区中央部から急に狭 くなる。

遺物は須恵器の碗、壷、陶器の甕、壷、鉢、精鉢、用途不明の軽石製品が出上している。

SE6

幅0。 6m、 深さ約30Cmを測る。溝の北側で直角に曲がってSAlを切っている。北側と南側で

SE5に よつて切られている。                                1  1

遺物は陶器の情鉢が出土している。

SEフ

幅0。 9m、 深さ約30Cmを 測る。溝の北側と南側でSE5に よつて切られている。

遺物は陶器の碗、甕、磁器の皿、土錘、両端穿孔土錘、砥石が出土している。

SE8

幅0.6m、 深さ約20Cmを測る。溝の北側はSE2に よつて切られ、南側はSB2を切つている。

遺物はほとんど出土していない。

SE9

幅0。 7m、 深さ約20Cmを測る。溝の北側はSB2を切っている。

遺物はほとんど出上していない。

-6-
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S E10

幅0.3m、 深さ約2ocmを測る。溝の北側はSE5に よつて切られている。

遺物は陶器の皿、土師器の高郭、砥石が出上している。

S Ell

幅o,4m、 深さ約20cmを浪Iる。調査区南端に位置する。

遺物は土師器の甕が出土している。

S E12

幅0.6m、 深さ約30Cmを測る。調査区南端に位置する。

遺物はほとんど出土していない。

―-7-
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3.遺物について

SAlの遺物 (第 8図 )
1は磁器碗である。 2～ 6は土師器である。 2は甕で胴が長く伸びるタイプである。内タト面と

もナデ調整で内面の一部に指頭痕がみられる。 3は台付鉢で内タト面ともナデ調整である。タト面の

一部に黒変がみられる。 4～ 6は高杯で 4、 5は脚の一部が残存する。内タト面ともナデ調整であ

る。 6は杯部が残存している。口縁部に黒変がみられる。

SB2の遺物 (第 9図 )
7～ 10、 12、 13は土師器である。 7～ 9は碗で、 7は底部外面と体部外面に黒変がみられる。

8は輪積み痕が残る。10は壺で体部内面に指頭痕、外面には黒変がみられる。12、 13は甕で12は

体部外面に黒変がみられる。また、輪積み痕が残る。11、 14、 15は弥生土器である。11は二重口

縁壺で内外面ともナデ調整である。14、 15高郭で14は郭部が残存しており、内面の一部に黒変が

みられる。16～ 22は鉄津である。

SElの遺物 (第 10、 11図 )
23～ 25、 27～ 30は陶器の碗である。23は低い高台を有し、23・ 24と も内外面に緑釉がほどこさ

れているが、高台内は無釉である。31～ 33は陶器の鉢である。33は見込に砂粒が付着している。

34～ 38は磁器の碗である。35は高台の外面の一部は釉が素Jがれている。39、 40は磁器の猪口であ

る。41～ 47は磁器の皿である。43は輪花皿で、見込に草木文が染付されている。44は高台をもた

ず、見込には44は某かの文字が、体部外面の 2カ 所に梵字が染付されている。48、 49は土師器の

高郭である。50は須恵器の鉢である。51は軽石製品である。

SE2の遺物 (第 12、 13図 )
52～ 60、 68は陶器である。52は皿で、底部外面の中央部が突出している。体部外面の高台の付

け根の部分に釉が垂れてきた痕がみられる。また、底部には砂粒が付着している。54は碗の口縁

部である。内外面とも黒色を呈し、やや光沢がある。56は皿で、国縁部が波打っている。58は壺で

ある。59、 68は橋鉢である。60は甕で、内面に指頭痕、叩き痕がみられる。61～ 64は土師器であ

る。61は甕、62、 63は高杯、64は鉢である。65～ 67は須恵器の壺である。69は軽石製品である。

軽石の中央部に穿孔が施されている。

SE4の遺物 (第 14、 15図 )
70は砥石、71は磨石である。72、 73五輪塔で、72は空風輪、73は地輪である。

SE5の遺物 (第 16、 17図 )
74～ 79は陶器の情鉢である。80は陶器の壺である。81、 82は陶器の甕の口縁部である。81は輪

積痕がみられ、82は 口縁が「く」の字に外反する。83は須恵器の高台付碗、84は須恵器の壺である。

85は須恵器の甕である。86は軽石製品である。製品の中央部に穿孔が施されている。

|

■

Ч|

―-10-―

L



●

SE6の遺物 (第 18図 )
87は須恵器の鉢である。口縁部の内面に自然釉がみられる。

SE7の遺物 (第 19、 20図 )
88～ 93は陶器の碗である。88は高台タト面に釉が垂れた痕がみられる。また、高台内には貫入も

みられる。89は天目茶碗である。内面及び外面は釉がかかっているが、底部に近い部分は無釉で

ある。90は底部タト面及び高台内は無釉である。91は体部内面に釉が垂れた痕がみられる。92は体

部内面に貫入、体部外面に蓮弁文がみられる。93は碗の口縁部である。体部内外面とも緑色の釉

がかり、貫入がみられる。94は土師質の焙烙である。95、 96は陶器の甕である。95は口縁部であ

る。輪積痕がみられる。96は底部である。胴部内面に指頭痕及び叩き痕がみられる。97、 98は磁

器の皿である。99～ 103は土鍾で、103は両端穿孔土鍾である。104は砥石である。

S E10の遺物 (第21図 )

105は陶器の皿である。條部内外面ともに貫入がみられ、光沢がある。106は土師器の高郭であ

る。107は砥石である。

S Ellの遺物 (第22図 )

108は土師器の甕である。口辺部の内面にススが付着している。

遺構外の遺物 (第23図 )

109～ 113は陶器の碗である。109・ 1101ま底部及び高台内は無釉で、底部外面に釉が垂れた痕が

みられる。112は体部内面及び高台タト面に蓮弁文が描かれている。

114は磁器皿で、見込は蛇の目景Jぎである。

115は磁器皿で、見込と体部内面に革木文が染付されている。畳付に砂粒が多量に付着してい

る。

116は土師器の碗である。底部外面にヘラ削りが施され、底部内面はユビオサエの後、ヘラで

ナデた痕がみられる。

117は土師器の甕である。SDlの北側に埋甕炉として据えられていたもので、底部のみが残
っていた。底部内面に指頭痕がみられる。

118は用途不明の軽石製品で、深さ 5 mmの浅い溝がみられる。

119は軽石製品である。深さ1.5cmの くぼみを有するが、使用目的は不明である。

120は鏡である。直径約9.8cm、 紐高約 411m、 厚さ l mmを 測る。外区には櫛歯文が施され、内区

には梅とみられる文様と雀とみられる鳥が 2羽描かれている。

―-1ユ ーー
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第13図 SE2出 土遺物実測図 (2)
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第14図 SE4出 土遺物実測図 (1)
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SE4出 土遺物実測図 (2)

第16図  SE5出 土遺物実測図 (1)
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第18図 SE6出 土遺物実測図
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第23図 遺構外出土遺物実測図
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Ⅲ.ま とめ

今回の調査では、竪穴住居が 1軒、竪穴状遺構が 2基、土壊墓が 3基、土坑が 2基、溝状遺構

が12条検出され、弥生土器や土師器、陶器、磁器等多くの遺物が出土した。ここで、遺構の性格

や年代等についてまとめてみたい。

溝状遺構のうち、SE2は、調査区北側の溝の幅が約 2mと他の溝と比べて格段に広く、幅広
い時代の土器が出上している。また、調査区北東部分では掘り換えた形跡がみとめられたことか

ら、長期にわたって使用されていたと考えられ、調査地の北側を流れる新別府川に向かって、傾

斜していることから、この溝が水路としての役割があったと考えられる。また、SE2に伴って

方形の張り出し部や円形、楕円形の掘 り込みがみとめられた。これらは、周辺に居住していた

人々の洗い場あるいは水汲み場等生活していく上で重要な役割を果たしていたと考えられる。

この他、注目すべきものとして、SB2の床面からかなりの量の鉄津が出土していることが挙
げられる。このことから、SB2で鉄に関する生産活動が行われていたと考えられる。
遺構の年代は、SAlが古墳時代前期末～中期初頭に、SB2が古墳時代後期、SDl～ 3は

近世に、その他、溝状遺構はSEl、 2、 4、 7、 10が近世に、 SE5、 6は中世に比定するこ

とができる。

以上、遺構の性格や年代等について述べてきたが、当遺跡から出土した陶磁器の搬入経路、当

地を含めた周辺地域の鉄生産の全容等については周辺遺跡の発掘調査が進んでくることで、次第

に解明されてくるであろう。

最後になりましたが、発掘調査に当たり、ご協力いただいた関係機関の方々、残暑続くなか作

業していただいた作業員の皆様に感謝いたします。

【参考文献】

長崎県教育委員会・松浦市教育委員会『桜楷田遺跡』

「長崎県文化財調査報告書第76集」1985

久留米市教育委員会『久留米城下町 両替町遺跡』
「久留米市文化財調査報告書第116集」1996

加賀市教育委員会『人間道遺跡―公立加賀中央病院改築に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査―』

「加賀市埋蔵文化財発掘調査報告書第30号」1996

財団法人 広島県埋蔵文化財調査センター『槙ケ原製鉄遺跡発掘調査報告書』
「広島県埋蔵文化財調査センター調査報告書第149集」1997

宮崎県編『宮崎県史 通史編 原始・古代 1』 1997
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